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「 精 神 障 害 と リ ハ ビ リ テ
ー シ ョ ン 」 は 日 本 精 神 障
害 者 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン
学 会 の 学 会 誌 と し て 1 9 9 7
年 よ り 年 に 2 回 、 6 月 ( 1
号 ) と 1 1 月 ( 2 号 ) に 発 行 し
て い ま す 。 会 員 の 方 は 発
行 後 に 郵 送 さ れ ま す 。 会
員 以 外 の 方 は 金 剛 出 版 等
で 購 入 い た だ け ま す 。 ま
た 、 メ デ ィ カ ル オ ン ラ イ
ン 等 に も 掲 載 し て い ま
す 。

入会をご希望の方は、学会会則をご覧の上で
学会ホームページの入会申込書にご記入いた
だき、下記メールアドレスに添付もしくはFAX
にて、本学会事務局までお申し込みくださ
い。 お申し込みに際して、身近に推薦者がい
らっしゃらない場合は、事務局にご相談くだ
さい。

年会費
正会員8,000円、賛助会員10,000円

　学会誌
「精神障害とリハビリテーション」

学会事務局



本学会について

本学会の目的と事業について

会長挨拶

IPPO賞

各種活動

野中賞

研修について

日本精神障害者リハビリテーション学会会長　
池淵恵美

日本精神障害者リハビリテーション学会の
リーフレットをご覧頂きありがとうござい
ます。
当学会は、精神障害のリハビリテーション
について専門的に研究しかつその実践の向
上を図ることを目的に創設された我が国で
は唯一の職種横断的な団体です。平成5年に
創 設 さ れ 、 精 神 科 医 、 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ
ー、心理職、看護師、作業療法士などに加
え、当事者やその家族の会員からなる広く
開かれた団体です。

本会は、精神障害者リハビリテーションの
向上と会員相互の学術研究を目的として、
次の事業を行う。
 
1.会員の実践及び研究活動の成果を発表する
研究大会の開催。
2.技術や情報を普及させるための研修会の開
催。
3.精神障害者リハビリテーションに関する研
究及び情報交換。
4. 学会誌等、印刷物の刊行。
5.その他、本会の目的を達成するために必要
な事業。(会則2条より)

研修委員会が中心となり学会主催の研修を
企画しています。研修セミナーは年次大会
に合わせて実施されています。そのほかの
研修企画もこれから検討していきます。

野中猛元会長の精神障害者リハビリテーショ
ンの発展と本学会への多大な貢献を歴史に刻
み、この領域における研究の発展を促し、学
術的な レベルの向上を図るため、2014年度か
ら野中賞選考を実施しています。

国内の精神科リハビリテーション機関や地
域 支 援 機 関 · 団 体 を 表 彰 す る IPPO 賞
(Interactive Personcentered Practice
and Organization賞)を設けています。こ
の 賞 名 に は 、 ① 当 事 者 と 支 援 者 が 協 働 し
て、当事者中心の実践に取り組む機関・団
体を表彰したいという思いと、②現状を変
える「一歩」を 踏み出すようなチャレンジ
をしている機関・団体を表彰したいという2
つの意味が込められています。本賞はベス
トプラクティス賞の後継として2022年度か
ら新設され、様々な機関・団体が申請可能
な賞となっています。

今年度より学会長を務めることになりました、池淵
です。精神科医として、長年精神障害リハビリテー
ションに携わってきました。 1981年に本学会は設立
されましたが、その当時は医 学モデル中心で精神科
病院でのリハビリテーションが 主であった過去の反
省から、新たに生物・心理・社会 モデルへと切り替
えて、リハビリテーションを本来の「社会への復
権」へと発展させるべく、「生活のしづらさ（障
害、disability）」の解明や支援方法の開発 に力が
そそがれました。1990年代にはエビデンスに基づく
リハビリテーションプログラムが次々海外から 紹介
されて支援方法が豊かになるととともに、精神保 健
福祉制度の整備が進んで、精神障害を持つ人の地域
での生活が現実になってきました。さらに2011年の
障害者基本法の制定などによって、社会で仕事をす
る ことが以前よりは容易になってきています。こう
した流れの中で、社会の一員として自負を持ち、障
害を持 ちつつ生きていく人たちが、さまざまなとこ
ろで発言 するようになっています。このように、精
神障害リハビリテーションはここ40 年で大きな展開
を遂げています。創世記の専門家（第 1世代）たちが
第一線を引き、ついでリハビリテーションを大きく
発展させた第2世代が順次定年を迎えてきています。
そして学会の役員に第3世代の人たちが参入してきて
くれるようになりました。バトンタッチのタイミン
グだと感じています。精神障害を持つ人たちが、よ
り充実した生活を送れるように、第3世代の活躍を応
援していきたいと思っています。そして、まだまだ
解明・克服できていない、障害についての研究 や支
援方法の開発、根強い偏見に対して、ノーマライゼ
ーションを実現する社会を目指していきたいと思い
ます。そのための、市民・障害を持つ人・家族・専
門家が一体となって、共同創造の精神で力を合わせ
てい けたらと思います。一緒に次のよりよい社会を
目指しましょう。

(2021年5月)


